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平
和
と
生
活
を
破
壊
す
る
軍
拡

が
急
ピ
ッ
チ
で
進
ん
で
い
ま
す
。

メ
デ
ィ
ア
で
は
、
平
和
の
た
め
の

外
交
努
力
の
報
道
は
な
く
、
ウ
ク

ラ
イ
ナ
戦
争
・
中
国
脅
威
・
台
湾

有
事
な
ど
の
危
機
を
あ
お
り
、
防

衛
力
を
増
強
す
べ
し
、
と
の
軍
拡

報
道
に
あ
ふ
れ
て
い
ま
す
。

中
国
の
脅
威
を
あ
お
り
、
仮
想

敵
国
に
す
る
な
ど
あ
り
得
な
い
話

で
す
。
中
国
は
日
本
に
と
っ
て
ア

メ
リ
カ
を
抜
き
最
大
の
貿
易
相
手

国
で
す
。
も
し
中
国
と
の
貿
易
が

2
カ
月
間
で
も
停
止
し
た
な
ら
日

本
の
Ｇ
Ｄ
Ｐ
の
1
割
の
53
兆
円
が

消
滅
し
ま
す
（
『
日
本
経
済
新
聞
』

2
0
2
2
年
10
月
18
日
）
。
食
料

も
輸
入
で
き
な
い
の
で
、
日
本
国

民
は
餓
死
状
態
に
陥
り
ま
す
。

平
和
外
交
を
無
視
し
、
兵
器
の

能
力
や
軍
事
力
を
比
較
す
る
報
道

は
、
戦
争
イ
デ
オ
ロ
ギ
ー
と
戦
争

ゲ
ー
ム
の
テ
ー
ブ
ル
に
の
っ
て
し

ま
っ
て
い
る
報
道
で
す
。

こ
の
よ
う
な
報
道
の
重
大
欠
陥

は
、
主
権
者
で
あ
る
国
民
の
命
と

く
ら
し
、
そ
れ
を
支
え
る
平
和
的

な
日
本
経
済
を
ど
う
持
続
し
、
実

現
す
る
の
か
と
い
う
核
心
的
な
問

題
が
欠
落
し
て
い
る
こ
と
で
す
。

現
代
の
戦
争
は
突
発
的
に
見
え

て
も
、
戦
争
で
異
次
元
の
利
益
を

得
よ
う
と
す
る
国
家
の
周
到
に
準

備
さ
れ
た
情
報
戦
の
延
長
線
上
で

行
な
わ
れ
て
い
ま
す
。

倍
増
は
ア
メ

リ
カ
の
要
請

日
本
の
軍
拡
の
背
後
で
異
次
元

の
利
益
を
追
求
し
て
い
る
の
は
ア

メ
リ
カ
で
す
。
そ
も
そ
も
Ｇ
Ｄ
Ｐ

比
2
％
、
防
衛
予
算
2
倍
は
ア
メ

リ
カ
か
ら
の
要
請
で
す
。

そ
の
背
景
は
、
①
産
業
革
命
以

来
、
欧
米
の
経
済
圏
を
抜
い
て
世

界
最
大
の
経
済
圏
に
成
長
し
た
ア

ジ
ア
経
済
圏
で
ア
メ
リ
カ
の
経
済

的
な
利
益
を
追
求
し
、
ア
ジ
ア
太

平
洋
圏
を
ア
メ
リ
カ
の
支
配
の
も

と
に
置
く
た
め
で
す
。
②
そ
の
よ

う
な
ア
メ
リ
カ
の
ア
ジ
ア
戦
略
を

邪
魔
す
る
経
済
大
国
の
中
国
の
影

響
を
抑
え
込
む
必
要
が
あ
り
ま
し

た
。
ト
ラ
ン
プ
政
権
以
来
、
中
国

に
貿
易
戦
争
を
仕
掛
け
る
な
ど
、

ア
メ
リ
カ
の
中
国
叩
き
は
激
し
く

な
っ
て
き
ま
し
た
。
③
貿
易
戦
争

だ
け
で
な
く
、
中
国
を
押
さ
え
こ

む
軍
事
面
の
対
応
は
、
戦
後
の
日

米
安
保
体
制
下
で
ア
メ
リ
カ
の
従

属
国
に
な
っ
て
い
る
日
本
を
先
兵

と
し
て
使
う
こ
と
で
し
た
。
米
軍

の
指
揮
下
に
あ
る
自
衛
隊
を
動
員

す
る
こ
と
で
す
。
④
中
国
を
囲
む

西
南
諸
島
へ
の
自
衛
隊
の
ミ
サ
イ

ル
配
備
な
ど
、
日
本
の
軍
拡
は
ア

メ
リ
カ
に
異
次
元
の
軍
事
的
な
利

益
を
も
た
ら
し
ま
す
。
台
湾
有
事

で
戦
争
が
勃
発
し
て
も
標
的
に
な

る
の
は
日
本
で
す
。
太
平
洋
の
向

こ
う
側
に
あ
る
ア
メ
リ
カ
は
無
傷

の
ま
ま
で
す
。

兵
器
爆
買
い
と

軍
事
ビ
ジ
ネ
ス

日
本
の
軍
拡
は
、
ア
メ
リ
カ
と

日
本
の
軍
需
企
業
に
巨
額
の
財
政

資
金
（
防
衛
費
）
を
提
供
し
て
い

ま
す
。
軍
拡
の
背
後
に
「
死
の
商

人
」
と
言
わ
れ
る
軍
需
企
業
の
ビ

ジ
ネ
ス
が
存
在
し
ま
す
。

2
0
1
8
年
の
ト
ラ
ン
プ
・
安

倍
会
談
で
、
日
本
は
米
ロ
ッ
キ
ー

ド
・
マ
ー
チ
ン
社
か
ら
、
1
機
1

0
0
億
円
の
Ｆ
35
戦
闘
機
を
1
0

5
機
、
ワ
ン
セ
ッ
ト
8
0
0
億
円

の
イ
ー
ジ
ス
・
ア
シ
ョ
ア
を
2
セ

ッ
ト
、
Ｔ
Ｈ
Ａ
Ａ
Ｄ
（
終
末
高
高

度
防
衛
ミ
サ
イ
ル
）
1
セ
ッ
ト
1

0
0
0
億
円
な
ど
、
合
計
1
兆
3

0
0
0
億
円
の
兵
器
を
爆
買
い
し

ま
し
た
。

5
兆
円
の
防
衛
予
算
で
は
単
年

度
で
支
払
え
な
い
の
で
、
10
年
ロ

ー
ン
の
後
年
度
負
担
に
す
る
な
ど

財
政
民
主
主
義
を
破
壊
す
る
爆
買

い
で
す
。
ロ
ー
ン
の
ツ
ケ
は
年
間

で
5
兆
円
ほ
ど
に
ふ
く
ら
ん
で
い

ま
す
。
防
衛
予
算
の
増
額
分
は
ア

メ
リ
カ
の
軍
需
企
業
か
ら
の
兵
器

の
大
量
購
入
に
向
け
ら
れ
て
い
ま

す
。
兵
器
だ
け
で
は
な
く
、
米
軍

基
地
の
整
備
な
ど
、
在
日
米
軍
関

係
経
費
は
年
間
で
約
8
0
0
0
億

円
に
達
し
て
い
る
と
い
う
現
状
が

あ
り
ま
す
。

戦
後
日
本
の
防
衛
費
増
大
の
背

景
は
、
ア
メ
リ
カ
の
外
圧
と
軍
需

ビ
ジ
ネ
ス
で
利
益
を
追
求
し
よ
う

と
す
る
日
本
の
軍
需
企
業
の
内
圧

で
す
。
最
先
端
兵
器
の
製
造
と
管

理
は
ア
メ
リ
カ
の
支
配
下
に
あ
り

ま
す
が
、
通
常
兵
器
の
戦
艦
・
戦

車
・
軍
用
機
・
電
子
機
器
な
ど
は
、

日
本
の
代
表
的
な
巨
大
軍
需
企
業

の
三
菱
重
工
・
川
崎
重
工
・
三
菱

電
機
・
Ｎ
Ｅ
Ｃ
な
ど
が
製
造
し
、

防
衛
予
算
を
受
け
取
っ
て
い
ま

す
。
（
図
表
1
）

防
衛
予
算
は
、
少
数
の
巨
大
軍

需
企
業
が
独
占
し
て
い
ま
す
。
上

位
5
社
で
52
％
、
10
社
な
ら
64
％

を
独
占
す
る
の
で
、
日
本
経
済
全

体
へ
の
景
気
回
復
効
果
な
ど
あ
り

ま
せ
ん
。

国
民
経
済
に
と
っ
て
、
防
衛
予

算
も
、
生
産
さ
れ
る
兵
器
や
投
入

さ
れ
る
資
源
も
、
再
生
産
外
の
消

耗
＝
無
駄
使
い
で
す
。

世
界
の
分
断
の
中
で
不
安
を
あ
お
り
、
軍
需
産
業
や
ア
メ
リ
カ
に
税
金
を
つ
ぎ
込
む
策
動
は
許
せ
ま

せ
ん
。
山
田
博
文
群
馬
大
学
名
誉
教
授
に
寄
稿
い
た
だ
き
ま
し
た
。
（
文
責
・
見
出
し
共
に
編
集
部
）

防
衛
予
算
が
巨
額
化
し
、
軍
需

ビ
ジ
ネ
ス
が
拡
大
す
る
と
、
社
会

保
障
な
ど
生
活
関
連
予
算
は
削
減

さ
れ
ま
す
。
戦
前
の
軍
事
国
家
日

本
の
例
を
見
て
も
、
防
衛
予
算
と

社
会
保
障
予
算
と
は
ま
っ
た
く
両

立
不
可
能
で
す
。
（
図
表
2
）

軍
事
国
家
の
も
と
で
は
、
国
民

の
命
・
く
ら
し
・
基
本
的
人
権
に

関
連
し
た
予
算
は
排
除
さ
れ
、
国

民
に
は
自
己
負
担
と
自
己
責
任
が

強
い
ら
れ
ま
す
。
ス
ト
ッ
ク
ホ
ル

ム
国
際
平
和
研
究
所
（
Ｓ
Ｉ
Ｐ
Ｒ

Ｉ
）
に
よ
れ
ば
、
2
0
2
1
年
の

世
界
の
軍
事
費
総
額
は
2
・
1
兆

ド
ル（
約
2
3
2
兆
円
）に
達
し
、

そ
の
4
割
は
ア
メ
リ
カ
の
国
防
予

算
で
す
。
社
会
保
障
関
係
費
を
削

っ
て
国
防
に
重
点
配
分
す
る
ア
メ

リ
カ
で
は
、
年
金
や
医
療
の
公
的

制
度
が
貧
弱
で
自
己
負
担
を
強
い

ら
れ
ま
す
。
虫
垂
炎
（
盲
腸
）
の

手
術
で
は
日
本
な
ら
数
万
円
な
の

に
、
2
0
0
万
円
ほ
ど
か
か
っ
て

し
ま
い
ま
す
。

財
源
な
ど
な
い

債
務
大
国

軍
拡
の
財
源
を
増
税
に
求
め
る

な
ど
論
外
の
憲
法
違
反
で
す
が
、

す
で
に
日
本
は
政
府
債
務
の
対
Ｇ

Ｄ
Ｐ
が
2
6
4
％
の
水
準
に
達
す

る
世
界
に
冠
た
る
政
府
債
務
大
国

で
す
。
こ
の
水
準
は
、
日
銀
引
受

で
軍
事
国
債
を
増
発
し
た
第
2
次

世
界
大
戦
時
と
同
水
準
で
す
。
も

う
逆
立
ち
し
て
も
軍
拡
の
た
め
の

財
源
な
ど
出
せ
な
い
深
刻
な
財
政

状
態
で
す
。

戦
前
同
様
、
増
発
さ
れ
た
国
債

の
過
半
は
日
銀
が
買
い
入
れ
、
保

有
し
て
い
ま
す
。
現
代
日
本
の
国

家
財
政
は
中
央
銀
行
に
支
え
ら
れ

た
財
政
フ
ァ
イ
ナ
ン
ス
で
成
り
立

っ
て
い
ま
す
。
「
防
衛
国
債
」
が

増
発
さ
れ
、
政
府
債
務
を
積
み
増

す
と
財
政
危
機
を
誘
発
し
ま
す
。

大
量
国
債
を
保
有
す
る
日
銀
の
信

用
不
安
を
招
き
、
円
の
暴
落
と
い

っ
た
金
融
危
機
を
誘
発
し
ま
す
。

賃
金
が
抑
え
込
ま
れ
消
費
不
況
が

続
い
て
い
る
の
に
、
円
安
で
輸
入

物
価
が
上
が
り
国
内
物
価
に
転
嫁

さ
れ
、
国
民
生
活
は
物
価
高
に
襲

わ
れ
て
い
ま
す
。

喫
緊
の
課
題
は
、
軍
拡
路
線
を

1
8
0
度
転
換
し
、
憲
法
9
条
と

25
条
に
沿
っ
た
ア
ジ
ア
諸
国
と
の

平
和
的
な
共
存
共
栄
で
あ
り
、
社

会
保
障
関
係
費
の
増
額
、賃
上
げ
、

消
費
税
減
税
に
よ
る
消
費
不
況
脱

出
を
柱
と
す
る
日
本
経
済
の
再
生

に
邁
進
す
る
こ
と
で
し
ょ
う
。

山田さん

有
事
あ
お
り
軍
事
力
増

防
衛
と
社
保
予
算
、両
立
不
可
能

戦
前
の
例
見
れ
ば
自
明

戦
争
で
異
次
元
の
利
益
狙
う

戦
争
で
異
次
元
の
利
益
狙
う


